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基準７ 学生支援 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

 
（観点に係る状況） 

 学生便覧，シラバス等の資料が年度当初に全学生に配付され，HRで担任により説明されている（資

料７－１－①－１）。新入生には毎年4月に新入生合宿研修を行い，学生間のコミュニケーションの拡

大を図るとともに学生生活を中心としたガイダンスを行っている（資料７－１－①－２）。第３学年の

年度末に，生産システム工学教育プログラム履修の手引が配付され，学科ごとにガイダンスが行われ

ている（資料７－１－①－３）。４学年の１～２月に各学科でOB懇談会を開いている（資料７－１－

①－４）。年度末には学年全体（資料７－１－①－５）及び各学科で進路懇談会（資料７－１－①－６）

を開き，進路関係のガイダンスが行われている。専攻科生においても専攻科連絡会・ガイダンスが定

期的に行われている（資料７－１－①－７）。 

全教員がオフィスアワーを開設し，学生の自主的学習を支援している（資料７－１－①－８）。 

専攻科生は自己点検表により学習達成度を自己評価し，また学習目標を設定して学習を自主的に進

めるための方策としている（資料７－１－①－９）。 
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資料７－１－①－１ 

学級担任の手引 

 
（出典 学級担任の手引20頁） 
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資料７－１－①－２ 

新入生合宿研修の手引 

 

（出典 2005年度新入生合宿研修の手引1頁） 
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資料７－１－①－３ 

生産システム工学教育プログラム履修の手引 

 

（出典 生産システム工学教育プログラム履修の手引2005年度版 3頁） 
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資料７－１－①－４ 

OB懇談会開催の例 

 
（出典 例：環境都市工学科Civil Engineering News (CEN） 2006年2月27日号6頁） 
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資料７－１－①－５ 

進路懇談会資料 

 
（出典 2005年度進路懇談会資料） 
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資料７－１－①－６ 

環境都市工学科進路懇談会用資料 

 
（出典 2005年度環境都市工学科進路懇談会用資料2頁） 
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資料７－１－①－７ 

専攻科連絡会の案内 

 

（出典 環境都市工学科進路懇談会用資料（2005年度末）資料） 
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資料７－１－①－８ 

オフィスアワー実施記録 

 
（出典 2005年度年度オフィスアワー実施状況一例） 
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資料７－１－①－９（１/２） 

専攻科生自己点検表 
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資料７－１－①－９（２/２） 

 
（出典  2005年度専攻科学習・教育目標達成度に関する学生自身による自己評価点検表） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程では担任を通じてシラバスや学生便覧などが説明される。1学年で新入生合宿研修，３

学年でJABEEプログラムの説明，４学年で就職・進学のガイダンスやOB懇談会，専攻科で単位履修，

学士論文，進路に向けたガイダンス等が用意されている。オフィスアワーにより，学生に対して自主

的学習を進める上での細かな指導が行われている。以上，ガイダンスや学生相談・助言の体制が整備

され機能している。 

 
 
観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる。）及

び厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備さ

れ，効果的に利用されているか。 

 

（観点に係る状況） 

 自主的学習環境として教室の他にコミュニティルーム（資料７－１－②－１），図書館，各研究室が

ある。図書館の利用方法は図書館利用のしおりにまとめられ，図書館カウンターで入手できる（資料

７－１－②－２）。図書館は十分な蔵書があり学生の自主学習に活用されている。図書館２階にはパソ

コンコーナーがあり全て学内のLANに接続されている。図書館３階のビデオ室にはテレビビデオ5台

と LDプレーヤー，オーディオが設置されている。ビデオ，CDなどの視聴覚資料も多い（資料７－１

－②－３～４）。アンケートからも多くの学生に利用されていることが分かる（資料７－１－②－５）。 

 ネットワーク情報センターには，10台のワークステーション，49台の端末機があり（資料７－１－

②－６），授業以外でも学生に良く利用されている（資料７－１－②－７）。 

福利厚生施設としては，食堂（200席）及び売店が整備されている（資料７－１－②－８）。コミュ

ニケーションスペースとしては，総合教育棟前広場，食堂前広場，食堂前テラス，中庭，総合教育棟

ウッドテラス，学友会館等が整備されている（資料７－１－②－９）。 
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資料７－１－②－１ 

コミュニティルーム 
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資料７－１－②－２ 
図書館利用のしおり 

 

（出典 図書館利用のしおり） 
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資料７－１－②－３ 
図書館詳細 

 
（出典 学校要覧2005 24頁 注：最新の蔵書数等は資料８－２－①－２を参照） 
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資料７－１－②－４ 
図書館蔵書の貸出数 

 
（出典 図書館だより第27号15頁） 
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資料７－１－②－５ 
図書館利用アンケート結果 

図書館の利用率

18%

58%

20%

4%

良く利用

たまに利用

利用しない

利用の
必要なし

 
（出典 本校認証評価のHP  http://www.inc.kisarazu.ac.jp/~nfukuchi/ninshou/index.htm） 

資料７－１－②－６ 
ネットワーク情報センター 

 
（出典 学校要覧2005 22頁） 



木更津工業高等専門学校 基準７ 

- 354 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料７－１－②－７ 
ネットワーク情報センター利用 

ﾈｯﾄﾜｰｸ情報ｾﾝﾀｰ利用率

17%

56%

21%

6%

良く利用

たまに利用

利用しない

利用の
必要なし

 
（出典 本校認証評価のHP  http://www.inc.kisarazu.ac.jp/~nfukuchi/ninshou/index.htm） 

 

資料７－１－②－８ 
福利厚生施設 

食堂

売店

食堂

売店
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（分析結果とその根拠理由） 
 キャンパスの生活環境や福利厚生施設がよく整備され活用されている。図書館やネットワークセン

ターも整備され，多くの学生に利用されている。 
 
 

資料７－１－②－９ 
コミュニティスペース 

 総合教育棟前広場 食堂前広場

食堂前テラス 中庭

学友会館総合教育棟ウッドテラス

総合教育棟前広場 食堂前広場

食堂前テラス 中庭

学友会館総合教育棟ウッドテラス
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観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば資格試験や検定試験受講，外国留学

等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 
 
（観点に係る状況） 

 授業評価アンケートを随時行い，それに対するコメントを作成して学習支援のニーズ開拓をしてい

る（資料７－１－③－１～２）。資格試験に対するニーズ等を開拓するアンケートも行っている（資料

７－１－③－３）。「学生の声」箱を設置し，学生の生の声が直接校長等に届くシステムを整備してい

る（資料７－１－③－４）。担任が抱える問題やクラスの学生から得られたニーズを共有できる担任会

が全体及び各学年である（資料７－１－③－５）。学寮では年に2回寮役員学生を交えた学寮リーダー

研修会を開き寮生の要望をくみ上げている（資料７－１－③－６）。学友会と学生委員会との打ち合わ

せ等も多く行われている（資料７－１－③－７）。 
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資料７－１－③－１ 
学生による授業評価アンケート一例 

 
（出典 学生による授業評価アンケート一例） 
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資料７－１－③－２ 
学生による授業評価アンケートに対するコメント一例 

授 業 科 目 ■■■■■ 区 分 ・ 単 位 数 必須・２単位 

開 設 学 科 学 系 環境都市工学科 授 業 形 態 講義 

受講年科・学期 環境都市工学科４年・後期 担 当 教 員 ■■■■ 

教 科 書 プリントを配付 

補 助 教 科 書 等  

参 考 図 書  

学生による授業評価アンケートに対するコメント 

アンケート実施日：2月27日(水)5時限 

アンケート形式：記述方式 

 

・テストの平均点がだんだんと低下する傾向に会った。アンケートによると授業についていけな

くなった学生もいるようである。次回からはペース配分等考慮したい。 
・ 配付プリントにほとんど必要なことを記載しているため，そのプリントにメモを書いて見直す

ように指導している。今回プリントに書き込みの余白が少ないとの指摘があったので，次回配

付プリントは注意したい。 
・ 板書が見にくいと言う意見があった。注意したい。 

・ 水処理現場の見学を希望する声があったが，５年の実験で見学を入れているのでその時に。 

 

次回開講時に向けての改善点等 

 

１． シラバスには健康関連微生物に関しての講議を行うべく記載したが，時間の都合上削除し

た。次回からは，さらに適切な範囲を考慮したい。 
２． 座学だけであると，本質的なことがわからないので，見学などの機会があれば取り入れたい。 
３． 高校生レベルの生物の基礎知識がどうしても必要なことがあるので，その部分の知識の欠如

を補うために，資料の充実を図りたい。 
 

（出典 学生による授業評価アンケートに対するコメント一例） 
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資料７－１－③－３ 
学生アンケート調査用紙 

問 設問（選択肢） 回答欄 

1 
本校の教育方針を知っていますか． 

1 よく知っている       2 だいたい知っている 

3 あまり知らない      4 全く知らない 

 

2 
準学士課程（本科1～5年）の学習・教育目標を知っていますか． 

1 よく知っている       2 だいたい知っている 

3 あまり知らない      4 全く知らない 

 

3 
自分が所属する学科の専門科目の達成項目を知っていますか． 

1 よく知っている       2 だいたい知っている 

3 あまり知らない      4 全く知らない 

 

4 
一般科目（人文学系）の達成項目を知っていますか． 

1 よく知っている       2 だいたい知っている 

3 あまり知らない      4 全く知らない 

 

5 
一般科目（基礎学系）の達成項目を知っていますか． 

1 よく知っている       2 だいたい知っている 

3 あまり知らない      4 全く知らない 

 

6 
図書館をよく利用しますか． 

1 よく利用する      2 たまに利用する 

3 利用しない      4 利用する必要がない 

 

7 
合宿研修施設（いわゆる合宿所）をよく利用しますか． 

1 よく利用する   2 たまに利用する  3 利用したことがない     

4 利用する必要がない   5 合宿所があったことを知らなかった 

 

8 
コミュニティールームをよく利用しますか． 

1 よく利用する      2 たまに利用する  

3 利用しない      4 利用する必要がない 

 

9 
ネットワーク情報センターを授業以外でよく利用しますか． 

1 よく利用する      2 たまに利用する  

3 利用しない      4 利用する必要がない 

 

10 
シラバスを使って授業内容を確認していますか． 

1 よく確認する        2 たまに確認する 

3 あまり確認しない         4 確認したことがない 

 

11 
授業の評価方法をシラバスで確認したことがありますか． 

1 よく確認する        2 たまに確認する 

3 あまり確認しない         4 確認したことがない 

 

12 
特別学修で，特定の資格を取ると単位として認定されることを知っていますか． 

1 既に資格を取得し単位認定された  2 現在，資格取得の為に勉強中である 

3 取りたい資格がない     4 この制度を知らなかった 

 

13 

特別学修において単位認定してほしい資格があれば書いてください（複数可） 

 

 

 

 

  
（出典 学生アンケート調査用紙） 
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資料７－１－③－４ 
学生の声 

 
（出典 木更津高専ホームページ http://www.kisarazu.ac.jp/campus/koe.htm） 
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資料７－１－③－５ 
担任会実施記録 

第　１　学　年

回数 月　　日

１ ２月１０日

２ ２月１７日

３ ２月２８日

４ ４月６日

５ ４月２５日

６ ５月２日

７ ５月９日

８ ５月１６日

９ ５月３０日

１０ ６月２０日

１１ ７月４日

１２ １０月４日

１３ １０月２４日

１４ １１月１４日

１５ １２月６日

１６ １月１６日

１７ 　2月　6日

１８ 　3月　9日

１９ 　3月　15日

２０

来年度2年担任会との引継ぎ

３月の校外見学について／交通講話についての打ち合わせ

交通講話についての打ち合わせなど

来年度1年担任会との意見交換

学年末に起きた一連の事件について

１年の問題行動について

各クラスでの現在の様子についての報告会など

平成17年度担任会実施記録

概要

新入生合宿研修の内容についての打ち合わせ

新入生合宿研修の内容についての打ち合わせ

新入生合宿研修の内容についての打ち合わせ

始業式、オリエンテーションなどの日程についての打ち合わせ

６月のエイズ講習会についての打ち合わせなど

１年のいじめ問題について

最近の各クラスの状況についての意見交換

前期中間試験の結果についての扱い／保護者面談についての情報交換

１年の問題行動について

最近の各クラスの状況についての意見交換

１年学園祭企画についての打ち合わせなど

６月のエイズ講習会についての打ち合わせ／合宿研修の感想文などについて

 
（出典 2005年度第１学年担任会実施記録） 
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資料７－１－③－６ 
2005年度春季学寮リーダー研修会資料 

 
（出典 2005年度春季学寮リーダー研修会資料1頁） 
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資料７－１－③－７ 
学友会と学生委員会の懇談・打ち合わせの例 

 
平成17年11月24日 

11月24日（木）の選挙管理委員会ですべきこと 

学友会担当：■■■■ 

① 出席の確認 

3分の2以上の出席が必要である。 

② 本日の開催についての説明 

年内に来年度中央委員を選出するには，今日がタイムリミットである。学友会規約第41条（中

央委員会による議決）により召集している。 

③ 委員長，副委員長を選出する 

委員長は4年生，副委員長は3年生が望ましい。以下の進行を任せる。 

④ 今後の日程について，中央委員会・学友会担当教員案を提案 

 

日  時 内  容 

11/25（金） 17：00 選挙開催の公示（投票日2週間以上前） 

12/2（金）12：30 立候補締めきり（投票日10日前） 

12/13（火）12：30 投票（各クラス同時投票が望ましい） 

但し，5年生については都合の良い時間に投票する。 

12/13（火）15：20 開票および集計（各クラスの選挙管理委員が開票し，集計結果

を委員長に報告） 

12/15（木）15：20 第一体育館にて投票結果発表，選出者（会長，副会長のみ）挨

拶。 

 

※ なお，この日程で行うとすると，選挙管理委員会を以下の日程で行う。 

12/12（月）17：00～  選挙準備（投票要項，投票用紙，投票袋受け取り） 

12/13（火）15：20～  開票作業，集計作業 

12/15（木）集会終了後 選挙結果の掲示 

以上について，選挙管理委員会で議決を取る（出席者の賛成多数で良い）。 

⑤ 各クラス委員へ以下の件を伝達 

立候補の意思があるものは，公示日に各クラスに掲示される掲示や，学生便覧の「学友会選挙細

則」をよく読んで，所定の手続きを取るように指示。 

⑥ 委員長，副委員長を教官室に呼ぶ（以後の作業を伝達） 

以上 
（出典 2005年度学生主事補と学友会打ち合わせ資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 
 授業評価アンケートや学生に対する包括的アンケートの実施，「学生の声」箱の設置等，学習支援の

ニーズ開拓をしている。学級担任による情報交換の場として全体及び各学年で担任会を行っている。

学寮リーダー研修会や学友会との懇談会により，教員が学生から直接要望をくみ上げている。よって

学生のニーズが適切に把握されている。 
 
 
観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能して

いるか。 
 

（観点に係る状況） 

 資格・検定の取得を特別学修として単位認定する制度が整備され，単位認定者が増加している（資

料７－１－④－１～２）。外国留学を支援するための規則が学生便覧に記載され整備されている（資料

７－１－④－３）。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料７－１－④－１ 
特別学修の案内 

1 - 12 特別学修 

 本校では，平成 13 年度より特別学修という科目が開設されています。この科目は他の一般的な科目とは大きく

異なる部分もあるため，これらの履修方法等について以下に示します。 

(1) 特別学修の区分及ひ内容 

 特別学修とは，選択科目として，一般科目と専門科目の両方に開設された授業科目です。履修数に上限はありま

せんが，一般及び専門の特別学修と．本校以外の教育施設における学修（1 一 13 参照）を合わせて最大10単位ま

でが，選択科目としての扱いを受けます。 

 なお，これらの内容については，次の①～④に分類されますが，個々の詳細については，教育課程表（ 1 一 17 参

照）中の特別学修一覧表及びシラバスを参照してください。 

①技能審査・資格検定等 ②ロボコンなどの創造的活動 ③教育支援活動 ④ボランティア活動  

(2) 履修形態及び単位取得方法 

 授業時間：原則として，火・木曜日の 7 ・ 8 時限に実施する。ただし，ロボコン等，規定の時間外にも実施さ

れるものが多いため，各科目のシラバスで確認すること。 

 履修登録：原則として， 4 月末日までにシラバスに記載された指導教員のところに行き，指示を仰ぐこと。 

 

（出典 平成18年度学生便覧7～8頁） 
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資料７－１－④－２ 
特別学修による単位認定申請一覧 

 
（出典 2005年度特別学修による単位認定申請一覧一部抜粋） 
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資料７－１－④－３ 
留学に関する規定 

 
6 － 1 0   留 学 規 程 

 

（趣  旨） 

第 1条 この規程は，木更津工業高等専門学校学則第 26条の２第４項の規定に基づき，本校学生の外国の高等学校又は

大学への留学（以下「留学」という。）に関し，必要な事項を定めるものとする． 

 （許可基準） 

第 2条 留学は，次の各号に該当する場合に許可するものとする。 

 (1) 留学先の高等学校又は大学が，正規の教育機関であり体系的な教育課程を有していること。 

 (2) 前号の高等学校又は大学に在籍することを許可されていること。 

 (3) 留学の目的，理由等が当該学生にとって教育上有益であると認められること。 

（申請及び許可） 

第 3条 留学しようとする者は，原則として，出国３か月前までに留学願（別紙様式１）に，次に掲げる書類を添えて

校長に提出しなければならない。 

 (1) 留学希望先の学校規模，沿革，教育方針，教育課程等が記載されている書類 

 (2) その他校長が必要と認める書類 

２ 前項の願い出があったときは，校長は，教務委員会の議に付し前条各号の基準を満たしているものについて，これ

を許可するものとする。 

３ 前項の許可をした場合において，出国前に留学の許可基準に該当しなくなったときは，その許可を取り消すことが

ある． 

 (期  間) 

第４条 留学の期間は，１0か月以上 1年以内とする。ただし，特別の理由があると認められる場合は，留学期間の短縮

及び 1年以内の延長を認めることがある。 

２ 留学期間を短縮又は延長しようとするときは，留学期間変更願（別紙様式２）を校長に提出し，その許可を受けな

ければならない。 

 （終了及び復学） 

第 5条 留学期間が終了したときは，すみやかに復学願（別紙様式３）に，次に掲げる書類を添えて校長に提出し，そ

の許可を受けなければならない。 

 (1) 留学先の高等学校又は大学の発行する教科科目の履修，出欠の状況及び成績等の証明書 

 (2) 本人の留学に関する報告書 

第 6条 復学の際の学年については，教務委員会の審査の結果に基づき，校長が決定するものとする． 

 (単位の認定) 

第 7条 留学中の履修に係る単位の認定は，個々の科目について行わず，当該留学生が高等学校又は大学において良好

に履修したと認められる場合は，一括して 30単位を認め，評価は行わない。 

２ 留学期間の短縮を許可した場合において，当該留学期間が第４条第１項本文に定める期間に満たなくなったときは，

前項の単位認定は行わない。 

 （卒業時の修得単位の特例） 

第８条 留学中の履修に係る単位の認定を受けた者について，卒業時に 167単位以上の単位を修得しているときは，卒

業を認めることができるものとする。 

 (雑  則) 

第 9条 この規程の実施に関し必要な事項は，別に定める。 

   附 則  

 この規程は，平成元年 9月 14日から施行する。 

 

 

6 － 1 1  留 学 取 扱 要 領 
 

1．本校における留学に関する取扱いについては，木更津工業高等専門学校留学規定（以下「規定」という。）第 9条の規定に

基づき，この要領の定めるところによるものとする。 

2．留学の許可は，当分の間，第 1学年から第 3学年までに在籍するものを対象とする。 

3．復学後の学生は，原則として留学時の学年の 1年上の学年とする。 

4．規定第7条に定める単位の認定は，留学当初に在籍する学年について，認定するものとする。 

5．許可された留学の期間は，出席扱いとする。 

6．学籍簿には留学先，期間及び認定単位のみ記載する。 

   附 則 

この取扱要領は，平成元年 9月 14日から適用する。 
（出典 平成17年度学生便覧92~94頁） 
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（分析結果とその根拠理由） 

資格・検定の取得を単位化する制度が整備され，多くの学生が申請している（2005年度実績260件）。

学生の外国留学についての規程も整備されており，十分な支援体制が組まれている。 

 
 
観点７－１－⑤： 特別な学習支援が必要な者（例えば，留学生，編入学生，社会人学生，障害

のある学生等が考えられる。）がいる場合には，学習支援体制が整備され，機能

しているか。 

 
（観点に係る状況） 
 留学生にはチューター制度を設け，学習・生活支援を行っている。チューターにはチューターマニ

ュアルを配付し（資料７－１－⑤－１），定期的に留学生指導報告書を提出させている（資料７－１－

⑤－２）。留学生に対する専門科目に関する学習指導を一貫して行うために，各留学生に対応して留学

生指導教員を置いている（資料７－１－⑤－３）。国際交流委員会を設置し，定期的に見学会や卒業留

学生との懇談会，近隣住民との交流会などを開催している（資料７－１－⑤－４）。留学生には，日本

語・日本事情の２科目が教育課程に組み込まれ（資料７－１－⑤－３），必要に応じて補習が行われて

いる（資料７－１－⑤－５）。 
 普通高校・工業高校からの４学年編入生には，合格決定から編入学までの期間に，必要な科目の学

習のための資料を配付し，編入学後も必要があれば補習を行っている（ここ３年間例がないので資料

の提示なし）。必要に応じて学習不振の学生の補習を行っている（資料７－１－⑤－６）。 
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資料７－１－⑤－１ 
チューターマニュアル 

 

 
（出典 2005年度チューターマニュアル1頁） 
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資料７－１－⑤－２ 
留学生指導報告書 

 

 

 
（出典 2005年度留学生指導報告書） 
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資料７－１－⑤－３ 
留学生に関する規則 

 
6－9 外国人留学生特例規程 

（趣 旨） 

第 1条 この規程は，学則第 50条の規定に基づき，外国人留学生（以下｢留学生｣という。）の入

学，教育課程その他に関する特例を定めたものである｡ 

 （入学） 

第 2条 留学生は，定員外として，第 3学年に入学を許可するものとする｡ 

 （教育課程） 

第 3条 留学生のために，別表に定める授業科目を必要に応じて開設するものとする｡個々で修得

した単位は，学則別表第 1のうち，第 3学年，第 4学年及び第 5学年における自然の分野及び

英語，保健・体育に関する授業科目を除く各授業科目と振替えることができる｡ 

２ 留学生の第 3学年における教育課程は，特別活動のほか，第 3学年までに修得すべき専門科

目の履修に特に必要な基礎学力を養うため，別表並びに学則別表第１及び別表第２に定める授

業科目により特別に編成するものとする｡ 

３ 留学生の第４学年及び第５学年における教育課程は，別表並びに学則別表第１及び別表第２

に定める授業科目により編成するものとする｡ 

 （授業料等） 

第４条 国費外国人留学生については，授業料，入学料及び検定料は徴収しない｡ 

 （留学生指導教員） 

第５条 留学生に対する専門科目に関する学習指導を一貫して行うため，各留学生に対して，留

学生指導教員（以下「指導教員」という。）を置く。 

２ 前項の指導教員は，当該学科の教員の中から，学科主任の推薦に基づき，校長が指名する｡ 

 （学生相談員） 

第 6条 学校生活及び個人生活について留学生に助言を与えるため，入学後最初の二年間につい

て各留学生に対して，学生相談員を置く。 

２ 前項の学生相談員は，当該留学生と同一学科の第 3学年以上の学生の中から，学科主任及び

指導教員の推薦に基づき，校長が委嘱する｡ 

３ 学生相談員は，その職務に関し，必要に応じて学生主事，寮務主事または指導教員に連絡し，

その指導を受けるものとする｡ 

 （住居） 

第 7条 留学生は，原則として学寮に居住するものとする｡この場合には，前条の学生相談員は寮

生である者とする｡ 

 （世話係） 

第 8条 留学生の補導と生活上の世話を行うため，学生課の職員の中から，校長が指名する｡ 

 

２ 前項の世話係は，学生課の職員の中から，校長が指名する｡ 
 

別表 （各学科共通） 

授  業  科  目 単 位 数 備        考 
日 本 語 Ⅰ ２  

日 本 語 Ⅱ ２  

日 本 語 Ⅲ ２  

日 本 事 情 Ⅰ ２  

日 本 事 情 Ⅱ ２  

日 本 事 情 Ⅲ ２  
 

（出典 平成17年度学生便覧90～91頁） 
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資料７－１－⑤－４（１/３） 

留学生見学会懇談会等の記録 
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資料７－１－⑤－４（２/３） 
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資料７－１－⑤－４（３/３） 

 
（出典 UHO・友報 木更津高専留学生文集 No.18 2006 18～19頁） 
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資料７－１－⑤－５ 
留学生補習の記録 

 
（出典 2005年度環境都市工学科留学生補習の記録） 
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資料７－１－⑤－６ 
学習不振学生補習の記録の例 

 

 
（出典 2005年度物理教員のオフィスアワーの記録と配付プリント） 
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（分析結果とその根拠理由） 
 留学生にはチューターを配置し学習・生活の支援をし，国際交流委員会主催で交流会や見学会等を

積極的に行っている。留学生には日本語及び日本事情の２科目が設置され，必要に応じて担当教員に

より補習が行われている。４学年編入生や学習不振学生にも補習が行われている。以上，特別な学習

支援が必要な者に対す学習支援体制が整備され機能している。 
 
 
観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能

しているか。 

 
（観点に係る状況） 
 全教員がクラブ活動の顧問として指導に当たっているとともに（資料７－１－⑥－１），学外にコー

チを依頼できることができる（資料７－１－⑥－２）。学友会活動は学生委員会によって指導され，種々

の行事が学生と教員一体で行われている（資料７－１－⑥－３）。ロボコン，プロコンともに特別学修

の一環としてシラバスにも記載され，教員の支援組織が確立されている（資料７－１－⑥－４～５）。

合宿所，学友会館，部室，プール等も整備され，長期休暇中も利用可能である（資料７－１－⑥－６）。

学校後援会の支援により高専大会の参加費用の補助を行っている（資料７－１－⑥－７）。 
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資料７－１－⑥－１ 
クラブ顧問一覧 

文化系クラブ 同　好　会

ク ラ ブ 名 ク ラ ブ 名

電 気 部 石 川 雅 之 相 川 正 美 吉 井 文 子

写 真 部 小 田 功 吉 崎 静 男

自 動 車 部 大 木 正 喜 高 遠 節 夫 加 藤 達 彦

吹 奏 楽 部 齋 藤 康 之 大 澤 寛 武長玄次郎

華 道 部 関 口 昌 由 黒 田 孝 春 鴇 田 正 俊

茶 道 部 関 口 昌 由 柏 木 康 秀 浅 野 洋 介 坂 元 周 作

映 像 研 究 部 小 田 功 RPG研究同好会 高 遠 節 夫 吉 井 文 子

高 遠 節 夫 加 藤 達 彦 土木技術研究同好会 青 木 優 介

浅 野 洋 介 武長玄次郎 上 村 繁 樹 高 橋 克 夫

大 藤 晃 義 丸山真佐夫 高 石 斌 夫

黄 野 銀 介 体操競技同好会 五十嵐讓介

中 村 俊 昭 室井美稚子

 荒 木 英 彦 小 澤 健 志

運動系クラブ 岩 崎 洋 一

ク ラ ブ 名 地盤研究同好会 鬼 塚 信 弘

高 橋 秀 雄 鈴 木 聡 見呂工房同好会 五十嵐讓介

板 垣 貴 喜 林 田 和 宏 美 術 同 好 会 天 摩 勝 洋 関 口 昌 由

加 藤 達 彦 岩 崎 洋 一 ドイツ語研究同好会 柴 田 育 子 荒 木 英 彦

飯 田 聡 子 大 枝 真 一 丸山真佐夫 和 田 州 平

篠 村 朋 樹 石 井 孝 一 大 枝 真 一 米 村 恵 一

米 村 恵 一 模 型 同 好 会 大 木 正 喜

栗本育三郎 大 藤 晃 義 合 唱 同 好 会 金 子 真 隆 佐 藤 恒 明

丸山真佐夫 黄 野 銀 介

高 橋 邦 夫 山 下 哲

岡 本 保

サ ッ カ ー 部 米 村 恵 一 岡 本 峰 基

柔 道 部 清 野 哲 也 鈴 木 道 治

陸 上 競 技 部 坂 田 洋 満 坂 元 周 作

山 岳 部 臼 井 邦 人

空 手 部 小 平 眞 次 浅 野 洋 介

大 橋 太 郎 荒 木 英 彦

黒 田 孝 春

バ ド ミ ン ト ン 部 東 雄 二 上 原 正 啓

ホ ッ ケ ー 部 石 田 博 樹

ラ グ ビ ー 部 大 木 正 喜 青 木 優 介

高 上 輝 雄 橘 川 五 郎

石 出 忠 輝 坂 元 周 作

ゴ ル フ 部 大 木 正 喜

剣 道 部 内 田 洋 彰 田 村 和 士

篠 村 朋 樹 石 井 孝 一

米 村 恵 一

女子ホッケー部 石 田 博 樹

加 藤 達 彦 岩 崎 洋 一

飯 田 聡 子 大 枝 真 一

女 子 テ ニ ス 部 高 上 輝 雄 坂 元 周 作

ＳＴＧ指導教員 大　木　正　喜 （環境都市工学科）　　・　　鈴 木 　 聡 （電子制御工学科）

ソフ ト テニス部

水 泳 部

テ ニ ス 部

文 芸 同 好 会

女子バスケットボール部

環境研究同好会

指　導　教　員

卓 球 部

演 劇 部

囲 碁 部

ロボット研究同好会

女子バレーボール部

指　導　教　員

バスケットボール
部

バレーボール部

英語研究同好会

プログラミング研究同好会

野 球 部

指　導　教　員

化学研究同好会

 
（出典 平成18年度学生便覧188頁） 
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資料７－１－⑥－２ 
クラブコーチ依頼者名一覧 

 
（出典 学生課学生係資料） 
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資料７－１－⑥－３ 
平成17年度 学園祭実行委員役割分担表 

 

10月27日（木）備品貸出 １５：１５ 本部（学生課前集合） 

担 当 場 所 担当教員 役  割 
本部（学生課前） 高遠・青木 学生認印・部屋チェック報告受け 
第２講義室 石井・加藤 開錠・備品貸出チェック・施錠・報告 
第３講義室 山下 開錠・備品貸出チェック・施錠・報告 
第４講義室 高石 開錠・備品貸出チェック・施錠・報告 
第５講義室 吉崎 開錠・備品貸出チェック・施錠・報告 
コミュニティーＡ 金子 開錠・備品貸出チェック・施錠・報告 
コミュニティーＢ 室井 開錠・備品貸出チェック・施錠・報告 
コミュニティーＣ Ｃ石川 開錠・備品貸出チェック・施錠・報告 
コミュニティーＤ ５Ｃ委員 開錠・備品貸出チェック・施錠・報告 
コミュニティーＦ 大橋 開錠・備品貸出チェック・施錠・報告 
視聴覚室 大枝 開錠・備品貸出チェック・施錠・報告 
ＳＣＳ教室 米村 開錠・備品貸出チェック・施錠・報告 
図書館ﾎｰﾙ・ｱｰﾄ 岩崎 開錠・備品貸出チェック・施錠・報告 
静室 板垣 開錠・備品貸出チェック・施錠・報告 
学友会館１Ｆ 板垣 開錠・備品貸出チェック・施錠・報告 
戯室 丸山 開錠・備品貸出チェック・施錠・報告 
Ｍ１教室後点検 青木 備品移動チェック・施錠 
第４講義室後点検 青木 備品移動チェック・施錠 
Ｅ３教室後点検 青木 備品移動チェック・施錠 
全部屋施錠 青木 コミュニティーを除く 

15：15 本部前集合，部屋のカギ貸出，備品部屋に移動 
15：30 備品貸出開始，貸出チェック終了，施錠，本部に報告 
16：00 貸出時間終了（来ない企画があっても施錠して帰ってきていただく） 
16：05 来ない企画を放送で呼び出し。手の空いている先生がチェック。 
18：00 コミュニティーを除く全部屋施錠 
10月28日（金）学園祭準備日 

担 当 場 所 担当教員 役  割 
学友会館前駐輪場 青木・岩崎 テント・発電機貸出 
校内見回り 丸山・米村 見回り 
全部屋施錠 青木 コミュニティーを除く 

9：00～9：30 テント・発電機貸出 
16：00ごろ  校内見回り 
18：00 全部屋施錠 

（出典 2005年度学生委員会資料） 
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資料７－１－⑥－４ 
ロボコン・シラバス 

 

授 業 科 目 特別学修(技術イベント活動：ロボコン) 
開 設 学 科 学 系 全学科 区 分 ・ 単 位 数 選択・１単位 

受講年科・学期 １～５年・通年 授 業 形 態 講義、実習 

キ ー ワ ー ド ロボットコンテスト、機械要素、電気回路、マイコン、制御 

関 連 科 目  

担 当 教 員 黒田孝春，鴇田正俊，泉源 

連絡先(ｵﾌｨｽ・ｱﾜｰ) kuroda@m.kisarazu.ac.jp 

教 科 書 三田純義・朝比奈奎一・黒田孝春・他著『機械設計法』コロナ社，3,400円+税 

補 助 教 科 書 等 山田耕治著『メカトロニクス入門』実教出版，2,300円+税 

参 考 図 書  

プログラム目標  

プログラム合格点  

達  成  目  標 各達成目標の評価方法と基準(評価の割合／重み) 

・ 機械、機構の概要を理解し、基本的設計ができる。 レポートで評価（25%） 

・ 機械要素、材料強度計算の原理を理解できる。 レポートで評価（25%） 

・ 電気、電子回路の基礎を理解でき、簡単なセンサ回路

を作ることができる。 

製作した回路で評価（25%） 

・ マイクロコンピュータの基礎を理解し、モータを制御

するプログラムをつくることができる。 

製作したプログラムで評価（25%） 

履 修 上 の 注 意 「ものづくり」の基本となるあらゆる知識に対し，普段より興味を抱き，自己学習に励む姿勢

が大切であり，様々な困難を克服していく根気や粘り強さも非常に重要である。 

授   業   計   画 

項     目 学  習  内  容  等 時間数 

４月～７月初旬 

・ 機械と設計の基礎 

・ 機械加工法 

・ 機械加工法Ⅱ 

・ 各種材料の性質 

・ 材料強度計算 

・ 機械要素 

 

・ 機械、機構の概要と設計の基本について学ぶ。 

・ ボール盤，旋盤の原理と使用方法について学ぶ。 

・ フライス盤の原理と使用方法について学ぶ。 

・ 材料の機械的性質について学ぶ。 

・ 材料および構造物の強度計算の原理を学ぶ。 

・ 歯車、軸受などの機械要素の原理と使用方法について学

ぶ。 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

７月中旬～９月 

・ 製作体験学習 

 

・ 指導教官の下で設計と製作体験学習を行う。 

 

１５０ 

11月～２月 

・ 電気回路の基礎 

・ 半導体素子とその回路設計 

 

・ センサ 

・ アクチュエータと制御 

 

・ インタフェース 

・ マイクロコンピュータによる制御 

 

・ オームの法則など電気回路の基礎について学ぶ。 

・ トランジスタ、ダイオードの原理および使用方法について

学ぶ。 

・ 各種センサの原理とその使用方法について学ぶ。 

・ モータの原理とその使用方法、制御回路について学ぶ。 

・ A/D、D/A変換器、PIO、SIOの使用について学ぶ。 

・ マイコンを使用した制御方法を学ぶ。 

 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

合計授業時間数(前期および後期の定期試験は除く) １７４ 

評価方法 

および 

評価基準 

学習態度，製作過程での問題解決能力や参加状況を考慮して総合的に評価する。なお，大会参加が実

現した場合には，その成果等も考慮する。 

 
（出典 2005年度シラバス一般科目（各学科共通）） 
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資料７－１－⑥－５ 
プロコン・シラバス 

授業科目 特別学修（技術イベント活動：プロコン） 
開設学科学系 情報工学科 区分・単位数 選択・1単位 

受講年科・学期 全学年全学科・通年 授業形態 実習 

キーワード プログラミング、独創的アイディア、プレゼンテーション（発表力） 

関連科目 プログラミングの講義・演習全般、ドキュメント書法などの発表方法の講義 

担当教員 齋藤 康之、米村恵一、大枝真一 

連絡先(ｵﾌｨｽ・ｱﾜー ) saito@j.kisarazu.ac.jp（メール等による調整の上で質問に応ずる） 

教科書  

補助教科書等  

参考図書  

プログラム目標  

プログラム合格点  

達  成  目  標 各達成目標の評価方法と基準(評価の割合／重み) 

・ 独創的発想力、実装力、表現力を高める。具体的には、ア

イディアをまとめて予選（書類審査）を通過した上で、実際

にシステムを完成させ、審査員や観客に内容や性能を十分

にアピールすることができる。 

システム作成への貢献度(100%)で評価する。具体的には、ア

イディア提起、プログラム作成、加工作業、発表などであ

る。 

履修上の注意 プログラミングの基礎知識は必須であり、アイディアを練る力や実装計画を立てて実行する力も重要

である。また、課題および自由部門では、審査員や観客の前で内容発表を行うので、発表技術も学ん

でおくことが望ましい。 

授   業   計   画 

項     目 学  習  内  容  等 時間数 

「プロコン」の正式名称は「全国高等専門学校プログラミングコンテスト」である。このコンテストは、高専生の情報処理技術

における優れたアイディアとその実現力を競うものであり、課題、自由、競技の3部門に分かれている。そして、各部門とも

予選と本選から構成されており、予選ではアイディアと実現性が重視され、本選では作品を実際に作成して内容説明や実演し

たり（課題および自由部門）、他高専を相手に競い合う（競技部門）。本選出場までをこの特別学修とする。 

・ ガイダンス ・ 趣旨、昨年度の様子、課題や競技内容を説明する。 1 

・ 学内予選 ・ テーマに沿ってアイディアをまとめる。 

・ 全部門とも、学内予選会で内容を発表する。 

2 

【課題部門および自由部門】 

・ プログラム作成 

・ システム概要発表資料の作成 

・ 操作マニュアル作成 

・ 本選での作品内容発表・実演 

 

【競技部門】 

・ プログラム作成 

・ 本選での競技 

・ アイディアに基づいてプログラムを作成する。その間、新しい

アイディア、効率のよいアルゴリズムなども検討する。課題お

よび自由部門の場合は、システムを使用するユーザの立場を十

分に考慮し、システムとしての完成度を高める。また、競技部

門の場合は、競技条件に対して柔軟に対応できるシステムに仕

上げ、難問も克服して勝ち進む頑健性が要求される。 

・ 課題および自由部門の場合、並行して発表資料も作成する。こ

の2部門は、本選当日にシステムの概要を提示資料により発表

する。この発表も審査対象であるので、システム概要を容易に

理解でき、かつ、その有用性をアピールできるような資料を作

る。また、操作マニュアルも作成する。この操作マニュアルも

また審査対象であるので、判りやすく、かつ、マニュアル通り

にシステムを作動できることが要求される。記述内容を十分に

吟味するとともに、図や写真、表などを効果的に用いて表現を

工夫する。 

・ 本選での作品発表と実演、他の高専と競技を行う。 

27 

合計授業時間数(前期および後期の定期試験は除く) 30 

評価方法 

および 

評価基準 

システム作成への貢献度(100%)で評価する。作成に30時間以上参加し、かつ、予選を通過して本選出場を果た

すことが、単位認定に値すると評価するための最低条件となる。ただし、本選での成績については問わない。 

  
（出典 2005年度シラバス一般科目（各学科共通）） 
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資料７－１－⑥－６ 
合宿研修施設の利用案内 

5－2 合宿研修施設 

 合宿研修施設は，本校の学生が規律ある共同生活をとおして人間形成の向上を図ること

を目的として設置されました。 

 利用は，指導教員の監督・指導のもとクラブ（同好会含む）・クラス・学生有志で利用で

き，原則として利用期間は，4泊 5日以内，人数は 40名以内です。 

○利用日（期間）については，下記期間は原則として利用できません。 

 ① 試験期間中及び試験開始 1週間前 

 ② 年末・年始（12月 28日～1月 3日） 

 ③ 入学試験当日及び前日 

 なお，長期休業期間中（夏季・冬季）は，合宿研修施設の利用調整を行いますので，掲

示に留意してください。 

○利用手続きについては，次の手順に従ってください。 

 ① 学生課学生係窓口で，合宿研修施設の利用状況を確認してください。 

 ② 利用 5日前までに，合宿願・参加者名簿・日課表を指導教員等自署の上，学生課学

生係に提出してください。 

 ※指導教員の宿泊が伴わない場合は許可されません。 

 ③ 寝具はレンタルです。 

   寝具の申込みは，所定の用紙に記入して，合宿願と一緒に提出してください。料金

は次のとおりです。 

 

   使用料金 

 1 日 2 日 3 日 4 日 備   考 

敷 布 団 1 枚 

掛 布 団 1 枚 

シ ー ツ 1 枚 

枕   1 ヶ 

600円 

(1組当たり 

の料金) 

800円 

(1組当たり 

の料金) 

900円 

(1組当たり 

の料金) 

1,000円 

(1組当たり 

の料金) 

料金は消費税込み，手数料

無し。毛布1枚追加の場合

1日目は 100円。以後 1日

延長される毎に50円増。 

 
④ 合宿研修施設の鍵は，合宿当日，学生課学生係において指導教員に合宿日誌ととも

に渡します。なお，食器等の貸与を受けたいクラブ等は 3日前までに申し出てくださ

い。 

  ※合宿期間中，クラブ等の指導教員は，必ず宿泊し監督・指導を行ってください。 

  ⑤ 合宿終了後，整理清掃の上，学生課学生係に報告し点検を受けた後，鍵・食器等の

返却を行ってください。 

○合宿研修施設を利用する場合，次に揚げる事項を遵守してください。 

 ① 火気の取扱い，保健衛生には，充分注意してください。 

② 施設・設備の取扱いは，充分注意し，利用期間中は整理・整頓・清掃を行い施設の

保全につとめてください。 

③ 他より暖房器具及び電気器具を持ちこまないでください。 

④ 盗難には十分注意し，合宿研修施設を離れる場合は，必ず施錠してください。 

※合宿終了後，指導教員は，合宿日誌及び部活動指導業務実施報告書を学生課学生係に提出

し点検を受けてください。 
 

（出典 平成18年度学生便覧76～77頁） 
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資料７－１－⑥－７ 
後援会クラブ活動助成費関係等の支出基準 

平成１７年４月２８日 
       教 員 各  位 

後  援  会 
平成１７年度後援会クラブ活動助成費関係等の支出基準について（通知） 

 
  このことについて，学生保護者より後援会会費（入会金 15,000 円 年会費 18,000 円）を原資として従来より下記のとおり各
方面にわたり補助等をしておりますが，平成 1７年度の取り扱いについてお知らせいたします。 

記 
       項      目             備                   考 

 ｸﾗﾌﾞ指導費  １部･１同好会の指導に対して部同好会当たり 
                5,000円 

後援会職員（学生課）に請求 

 ｸﾗﾌﾞ物品援助費   体育系 20,000円   文化系 15,000円 
  同好会 10,000円 

 希望物品一覧を学生課学生係へ提出 
 （１月 17日まで提出分） 

 課外活動指導費 
 

休日に４時間以上の部活動の指導を行った場合 
１回につき 1,200円 

合宿指導費 １泊の勤務につき 2,000円     

 部活動指導業務実施報告書を学生課 
 学生係へ速やかに提出 
         

 ｸﾗﾌﾞ引率旅費  交通費             実費 
 宿泊料              定額 
 日  当        定額 

 旅行内申書は学生課学生係へ提出 
 活動計画に合致しているものに限る 
 ただし，予算の範囲で調整あり 

 交通費             実費 
 宿泊料              定額 
 日  当        定額 

 旅行内申書は学生課学生係へ提出  地区大会遠征費等顧問 
 
 
 
                 学生 

 負担割合   交通費・宿泊料及び弁当代の総額を後援会，学友会，学生で各 1/3 
        乗車券は参加人数により団券・学割適用 

 全国体育大会遠征費       同    上   旅行内申書は学生課学生係へ提出 
 英語弁論大会旅費       同    上          同    上 

 文化発表会旅費            同    上          同    上 

 
 
 
ク 
 
 
ラ 
 
 
ブ 
 
 
活 
 
 
動 
 
 
助 
 
 
成 
 
 
費 

その他の旅費等 
 

  交通費  実費 
 宿泊料  定額 
 その他  実費 
 日  当  定額 
(山岳部夏・冬山行，ホッケー部東日本大会，棋 
道部全国将棋大会，自動車部エコラン大会等） 

         同    上 

 学生指導費  主事(3名）主事補（9名）専攻科長 金額 10,000円 
副専攻科長 金額 10,000円 

 

  後援会職員（学生課）へ各自で請求 

 学級担任経費      １ｸﾗｽ  10,000円   学年主任が代表して学年分を一括 
 して学生課の後援会職員へ請求 

 担任経費 

 学年共通経費      各学年 20,000円   経費は学年主任が後援会職員 
（学生 課）に請求 

 新入生歓迎会              各学科  10,000円   学生課学生係へ領収書を提出 
 卒業生追出会              各学科  10,000円   学生課学生係へ領収書を提出 

 弔慰金  学生の父母（生計を同一にしている者）が亡 
 くなった場合             金額 10,000円 

  担任教員は，学生課学生係へ連絡 

 
厚 
 
生 
 
補 
 
導 
 
関 
 
係 
 
等 
 

 表彰関係  表彰規程に定める表彰該当者に表彰状及び記 
 念品 

  各種大会等で上位入賞の場合は学 
 生課学生係へ連絡（推薦書提出） 

 卒業生との就職懇談会               各学科 20,000円   領収書を学生課学生係へ提出 

 就職依頼旅費  就職開拓旅費       各学科 30,000円   旅行内申書を学生課学生係へ提出 

 卒業研究資料代  卒業研究資料代    指導教員各 10,000円   領収書を後援会職員（学生課）へ 

就 
職 
対 
策  専攻科等研究補助  論文発表１回につき 10,000円上限（交通費実費） 

１人年２回限度 
  後援会職員へ請求（専攻主任から） 

（出典 学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 
 部活動やロボコン，プロコン，学友会活動に対する指導などを学校全体で支援し，必要な財政的支

援を行う体制も整備されていることから十分機能しているといえる。 
 
 
観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係る指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 

 
（観点に係る状況） 
 学生委員会を中心に学生生活を組織的に指導，相談，助言する体制を整備している。学生相談室を

設け，カウンセラー，担任等の連携による学生の支援を行っている（資料７－２－①－１～２）。セク

シャルハラスメント相談委員やカウンセラーを配置して個人的な悩みや相談事に対しての助言を行っ

ている（資料７－２－①－３～４）。外部専門家による教員対象の研修会を定期的に行っている（資料

７－２－①－５）。入学料･授業料の減免，奨学金の貸与等，経済面の支援をしている（資料７－２－

①－６）。 
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資料７－２－①－１ 
学生相談室の利用について 

4－2 学生相談室の利用 

人は皆それぞれに，さまざまな問題を抱えて生きています。まして，多感な青春時代は

なおさらです。勉学や友人関係，クラブ活動，兄弟や親子関係，健康や性の悩み等々，私

達の悩みや不安，心配の種はいつも尽きることはありません。人は青春時代に，さまざま

な難関に遭遇し，もがき苦しみ，それを乗り越えて，内面的な成長を遂げてゆきます。 

しかし，どんなに努力してみても，自分一人の力では容易に解決しないばかりか，ます

ます混乱が深まり，ついには立ち上がれないほどに疲れ切ってしまうこともあります。 

学生相談室は，青春時代のさまざまな疑問や問題を学生と共に考え，学生が心身共に健

康で充実した学生生活を送れるよう，手助けをさせてもらうところです。自分一人ではど

うすることも出来ないと思うような時，ほんの少し，勇気を出して学生相談室に足を向け

てみませんか。プライバシーは一切，堅く守ります。どうか，学生相談室の存在を心のど

こかに留めておいてください。 

 

担 当 者 相 談 場 所 相  談  日 

愛 甲 修 子 
(カウンセラー) 

学 生 相 談 室 
（一般研究棟1階） 

毎週火曜日 
（13:00～17:00） 

中 村 俊 昭 
(学生相談室長) 

中 村 教 員 室 

吉 井 文 子 吉 井 教 員 室 

大 枝 真 一 大 枝 教 員 室 

青 木 優 介 青 木 教 員 室 

小 田   功 小 田 教 員 室 

大 澤   寛 大 澤 教 員 室 

鈴 木   聡 鈴 木 教 員 室 

柳 澤 静 代 保  健  室 

随      時 

（出典 平成18年度学生便覧72頁） 
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資料７－２－①－２ 
学生相談室の案内 

 

（出典 学生相談室学生配賦資料） 
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資料７－２－①－３ 
セクシュアル･ハラスメント相談員の設置 

 
4－3 セクシュアル ･ハラスメントに関する苦情相談について 

 ○セクシュアル･ハラスメントとは，相手を不快にさせる性的言動をいいます。 
   本校内における学生，職員，保護者又は関係する業者に対する性的な言動が対象となり，
セクシュアル・ハラスメントに該当するかどうかは，基本的には言動の受け手がそれを不快

に感じるかどうかによって決まります。  
○セクシュアル・ハラスメントになりうる言動は？ 

  (1) 性的な発言や性的行動（例えば，聞くに耐えない卑猥な冗談を交わす。雑誌等の卑猥

な写真・記事等を部屋，研究室等に貼る。食事やデートにしつこく誘う。等） 

  (2) 性別による差別（例えば，「男のくせに根性がない」，「女には任せられない」など

と発言する。性別により仕事や教育の内容，評価，指導等に差をつける。等） 

○セクシュアル・ハラスメントの被害を深刻にしないために 

(1) 嫌なことは相手に対しはっきりと拒否の意思を伝えることが望まれます。 

(2) 信頼できる人に相談してみましょう。 

本校からセクシュアル・ハラスメントに関する問題の被害者や加害者を出さないために

は，周囲に対する気配りをし，友人又は同僚として注意するなど必要な行動をとるように

しましょう。 

本校では，セクシュアル・ハラスメントに関する学生の苦情の申し出や相談のために次

の相談員を配置しています。相談等は本人だけではなく，友人でも可能です。所属学科に

関わらず，どの相談員でも受け付けています。 

 

職  名 氏  名 連    絡    先 備   考 

学 生 主 事 高 遠 節 夫 ■■■■■■■■■■■■  

学生相談室長 中 村 俊 昭 ■■■■■■■■■■■■  

カウンセラー 愛 甲 修 子 ■■■■■■■■■■■■ 
毎週火曜日 
13:00～17:00 

人 文 学 系 室 井 美 稚 子 ■■■■■■■■■■■■  

看 護 師 柳 澤 静 代 ■■■■■■■■■■■■  

（出典 平成18年度学生便覧73頁） 
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資料７－２－①－４ 
学生相談室・カウンセラー相談件数 

平成17年度後期相談件数

（校内相談員分）

相談内容 学年 学科 合計

勉学/不登校 1/2/3/4 全科 41

進路 1 D 1

2 EDJC 18

3 DCJ 14

4 EDJC 15

部活動 1/2 ME 2

交友 1 C 1

寮生活 1 J 1

異性交遊 1/3 MJ 6

家庭問題 5 MJ 4

健康問題 1/4/5 ME専 16

その他 1/4/5 MDJC 6

計 155  

スクールカウンセラー分

学年別相談件数

1年 2年 3年 4年 5年 専攻科 計

学業 13 0 6 7 0 3 29

進路 0 0 0 1 2 1 4

交友･集団 16 2 0 3 0 0 21

家族 5 0 0 0 2 2 9

性格･行動 23 0 2 0 0 2 27

精神衛生 75 29 7 2 12 9 134

部活動 0 0 0 0 0 0 0

寮生活 8 4 0 1 0 0 13

その他 2 0 0 0 0 0 2

学年別計 142 35 15 14 16 17 239  
 

（出典 2005年度学生相談室だより（平成17年度No.2）） 
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資料７－２－①－５ 
メンタルヘルス研究会の案内 

 
 
教職員各位 

平成１８年２月２１日 
学生相談室委員会 

「第７回メンタルヘルス研修会」についてのご案内 
 

 今年度のメンタルヘルス研修の講演会を次の通り開催しますので，ご多忙中恐縮ではありますが，ご参加をお願い致します。 
 

日時 平成１８年３月１４日（火）１０：００～１１：３０ 
場所 階段教室 
内容 「アスペルガー，学習障害の事例研究」 
講師 CＡＳ発達障害支援担当  中島友加 先生 
   〒■■■■―■■■■ 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
千葉県発達障害者支援センター 

   Tel ■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
 

講演に先立ち，予め質問事項を提出していただき，講演の内容に含めて貰うようにしたいと思います。質問がありましたら，「質

問事項」を簡単に書いて２／２８までに庶務課前の中村ポストに入れて下さい。（記名無記名は自由です） 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
寄せられた質問のまとめ（講師に送付） 
 
質問事項 
（１）アスペルガー他学習障害の子供を見分ける基準はどういうものですか。 
  今，落ち着きのない子，自分勝手な子は沢山いるのでどこで線を引くのですか。 
（２）クラスに，そのような子供がいた場合，担任や授業担当者はどういう対応をすればよいのでしょうか。他の学生がクラスに

いるので，特別な対応は難しいと思われます。 
（３）精神分析やカウンセリングの素人である教師はどういう対応をすればいいかという観点からお話下さい。 
（４）教師個人ではなく，教師団がいかにチームワークを作ったらよいかヒントを下さい。 
（相談員分） 
（５）「発達障害」に分類される子供で肉体的でなくメンタルな場合の基準を教えて下さい。 
（６）「アスペルガー」症候が顕著に出てきたのには社会的環境的な要因があるのでしょうか。 
（７）学生の生活時間の使い方が前と変わってきたと思いますが，特に夜型がおおくなってきたことと社会的環境の変化が原因で

しょうか。 
（８）学生相談員や保健担当者としてアスペルガーの生徒に携わる場合の注意すべき点を教えて下さい。 
（９）「アスペルガー」の中学校と高校とでは症状の出方に変わりがあるのでしょうか。 
（１０）最近の症例，「リストカット」や「逆ギレ」などと「アスペルガー」や「発達障害」との関係などについても触れて下さ

い。 
 

（出典 2005年度「第7回メンタルヘルス研究会」の案内と講師への事前質問内容） 
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資料７－２－①－６ 
学生に対する経済面の援助 

3－1 授業料の免除等 

  経済的理由により，授業料の納付が困難であり，かつ学業成績優秀と認められる場合は，願い出（授業料免除願）

に基づき選考のうえ，その期に納付すべき授業料の全額あるいは，半額が免除されます。 

  授業料免除を希望する学生は，2月及び 9月に申請方法を掲示しますので期日までに「授業料免除願」を学生課学

生係に提出してください。 

  また，授業料納付期限までに授業料の納付が困難な場合は，「授業料徴収猶予願」，特別な事情がある場合には，「授

業料月割分納願」がありますので，学生課学生係へ申し出てください。 

 

3－2 奨学金制度 

 日本学生支援機構（旧日本育英会） 

  学業・人物ともに優秀で，かつ健康であり，経済的理由により学資の支弁が困難と認められる者に対し，学資を

貸与します。 

 ① 奨学生の種類と貸与の月額 

  第一種奨学金（無利子）              （平成18年4月現在） 

貸  与  月  額 
種   類 

1～3年 4～5年 専攻科1年 専攻科2年 

自 宅 通 学 21,000円 44,000円 45,000円 44,000円 

自 宅 外 通 学 22,500円 50,000円 51,000円 50,000円 

 

    その他に第二種奨学金（きぼう 21プラン）（有利子）があります。 

 ② 出願の手続 

   奨学生の募集は，4月に行います。出願時期・要領等については，掲示等により通知します。また，家計が急変

し，修学が困難になった場合は，定期外で緊急採用の制度もありますので，学生課学生係に相談してください。 

 ③ 採否の決定 

   提出された願書により審査選考し，日本学生支援機構に推薦します。採用の可否は日本学生支援機構が決定し，

校長を経て本人に通知します。 

 ④ 奨学金の交付 

   奨学金は，毎月 1回指定した本人名義の銀行口座へ振込まれるので，奨学生は， 

毎月 11日以降に一般の普通預金払出手続と同じように手続きをすれば受け取ることができます。休学・退学・

転居等により異動が生じた場合は，速やかに学生課学生係に連絡してください。 

⑤ 奨学金継続願の提出 

  奨学金継続願の用紙を配付（1月）しますので，必要事項を記入し学生課学生係へ提出してください。（掲示によ

り通知） 

 継続願を提出しない奨学生に対しては，振込を保留するので掲示に留意してください。 

⑥ 奨学金の返還 

  奨学金は，貸与です。卒業後 6ヶ月後から 20年以内に月賦等の方法により必ず返還しなければなりません。この

返還された奨学金が，後輩の奨学金として貸与されるので規則を守り，確実に返還する義務があります。 

その他の奨学金制度 

地方公共団体・民間団体の育英事業等の奨学金制度がありますが，いずれもその団体所在地の出身学生に限る場合が

多く，出願採用時期もまちまちで本人が直接手続をすることが多い。なお，学校推薦を必要とする場合や，採用にな

った時は，学生課学生係へ申し出てください。 

 

3－3 日本スポーツ振興センター 

日本スポーツ振興センターとは，学校安全の普及充実を図るとともに，学校の管理下における学生の負傷，疾病，

廃疾又は死亡に関して必要な給付を行い，学校教育の円滑な実施に資することを目的とする制度です。 

掛金は，1人年額 1,520円で，後援会で負担しています。（全員加入） 

対象となる災害の範囲 

災害の種類 災  害  の  範  囲 給 付 金 

負 傷 学校の管理下の事故によるもので，療養に要した費用の額が5,000円以上のもの 

疾 病 

学校の管理下の行為によるもののうち次のもの 

(1)学校給食等による中毒 (2)ガス等による中毒 (3)日射病 (4)溺水 (5)異物の嚥下 (6)ウ

ルシ等による皮膚炎 

(7)外部衝撃による疾病 (8)負傷による疾病 

医  療  費 

障 害 
学校管理下の負傷及び上欄の疾病がなおった後に残った障害で，その程度により1級から

14級に区分される 
障 害 見 舞 金 

死 亡 学校管理下の事故による死亡及び上欄の疾病に直接起因することが明らかな死亡 死 亡 見 舞 金 

災害にあった場合は，すみやかに学生課学生係（保健室）へ申し出て，必要な措置と所定の手続を行ってください。 

 

（出典 平成18年度学生便覧67～69頁） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 学生委員会を中心に学生相談支援の体制を整え，担任を中心に個々の学生に対する支援・指導を行

っている。学生相談室，カウンセラー，セクシャルハラスメントの相談委員を配置している。経済的

な支援についても充実している。よって学生の生活･経済面に係る指導･相談･助言に関する体制も機能

している。 

 

 

観点７－２－②： 特別な支援が必要な者（例えば，留学生，障害のある学生等が考えられる。）

がいる場合には，生活面での支援は適切に行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

 寮には外国人留学生用に補食室やシャワー室等を設置し，食生活，生活習慣の違いを考慮している

（資料７－２－②－１）。障害を持つ学生が入学した場合を想定して校内の建物はバリアフリー化して

おり（資料７－２－②－２），全校で6箇所の障害者用トイレ，3基のエレベータが設置されている（資

料７－２－②－３～４）。学寮１階には車椅子での生活が可能な居室を完備している（資料７－２－②

－５）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料７－２－②－１ 
学生寮留学生用シャワー室・補食室 

 
 

学寮留学生ｼｬﾜｰ室 学寮留学生捕食室学寮留学生ｼｬﾜｰ室 学寮留学生捕食室
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資料７－２－②－２ 
校内バリアフリーの様子 

 

総合教育棟

学友会館

学生食堂

地域共同テクノセンター

第2研究棟

正門前庭通路総合教育棟

学友会館

学生食堂

地域共同テクノセンター

第2研究棟

正門前庭通路
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資料７－２－②－３ 
障害者用トイレ 

 
 

資料７－２－②－４ 
総合教育棟エレベータ 
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資料７－２－②－５ 
学寮障害者用居室 
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（分析結果とその根拠理由） 
 外国人留学生の施設が整備・活用され，障害者用に対するバリアフリー化も進み機能している。 
 
 
観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機

能しているか。 

 
（観点に係る状況） 

 学生寮には群制度を導入し，各群に群長，副群長が任命され寮生の指導に当っている（資料７－２

－③－１）。寮友会が組織され，寮友会長，男子寮長，女子寮長，美化委員，車両委員等が制定され，

寮の自治・運営・行事を行っている（資料７－２－③－２）。寮の運営・生活指導のために，寮務委員

会，学生課寮務係が組織されている（資料７－２－③－３）。毎月群長会が開かれ，寮務主事，主事補，

寮務委員を交え，指導や寮生の生活全般の確認や連絡事項の通達，指導等が行われている。年に２回

学寮リーダー研修会も行われている（資料７－１－③－６）。 

 自習時間を20:00から21:30まで設定している。朝と夜に舎監による点呼が取られている。ポイン

ト制が導入され，点呼時に不在の者や諸規則の違反者にはマイナスポイントが課せられ，一時退寮等

の指導がなされる（資料７－２－③－４）。 

 新入寮生保護者懇談会が行われ，保護者を交えて寮生活の諸規則等が説明されている（資料７－２

－③－５）。 

 談話室，サービスエリア（補食コーナー，洗濯コーナー），浴室，パソコン室，学習室等の生活設備

が整っている（資料７－２－③－６）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料７－２－③－１ 
学生寮群制度について 

１）学寮の目的 

   学寮は本校の課外教育施設であり，その目的は次の３つからなります。 

      (１)安全で健康な生活環境を提供すること。 

      (２)修学を支援すること。 

      (３)規律ある共同生活と地域社会への貢献を通じて人間形成をはかること。 

２）「群制度」の内容 

   学寮が課外教育施設としての目的を十分に果たすため，独自の群制度を導入しています。群

とは，居室・談話室及びサービスエリアをもって構成される単位であり，各群は１年生から５

年生までの寮生３０～４０名程度で構成されます。男子寮は１階から４階までの各フロアを東

西に分けて８群，女子寮は全体でひとつの群となります。各群は，群長をリーダーとして自分

達で定めた「生活規範」に従い，より自由な雰囲気の中で各自が責任を持って，その最善と考

える共同生活の実現に努力します。 

（出典 平成18年度寮生便覧2頁） 
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資料７－２－③－３ 
学生寮運営組織図 

３）組  織 

      学寮は下図の組織によって運営されています。寮生の指導については全教官が， 

  また施設設備の維持管理，寮費及び給食費等については学生課寮務係が担当します。 

  寮友会は，学寮規程第15条に基づき，学寮における日常生活上の具体的な問題 

  を運営組織内で率先して処理し，これを自主的に規律します。 

 

〔  運 営 組 織 図 〕 

 

寮務委員会（寮務主事１名，寮務主事補３名，校長の任命した教員） 

 

      

校長    寮務主事    寮務主事補 

 

          学級担任 

          当直（舎監１名、宿直１名） 

         事務部長  学生課長  寮務係長  係員 

                            寮母 

                             

寮友会長   男子寮長  男子副寮長       

           女子寮長  女子副寮長 

           選挙管理委員会 

           寮委員会 

           監査委員会 

 
 
 
寮 
 
生 

群長会  室長 

 
 

（出典 平成18年度寮生便覧2頁） 

資料７－２－③－２ 
寮友会組織図 

 
平成１７年度 寮役員一覧表 

寮友会長 

寮友会長 D５：■■ ■■ 

 

寮 長 

男子寮長 Ｃ５：■■■■ 男子副寮長 Ｅ４：■■■■ 

女子寮長 Ｊ５：■■■■ 女子副寮長 C４：■■■■ 

  

群長・副群長 

 １ 群 ２ 群 ３ 群 ４ 群 ５ 群 ６ 群 ７ 群 ８ 群 女子 

群    長 M５：■■■■ M５：■■■■ D５：■■■■ D５：■■■■ E５：■■■■ E５：■■■■ E５：■■■■ M５：■■■■ J5：■■■■ 

副 群 長 C４：■■■■ C４：■■■■ M４：■■■■ M４：■■■■ C４：■■■■ C４：■■■■ C４：■■■■ D４：■■■■ Ｅ４: ■■■■ 

  

 

寮委員 

寮委員 美化委員 防 災 編 集 レクリエーション 食事検討 車 両 ネットワーク管理 監 査 

委 員 長 Ｃ４：■■■■ M５: ■■■■ M５: ■■■■ C４：■■■■ M５: ■■■■ E５: ■■■■ M５：■■■■ Ｅ４: ■■■■ 

副委員長 C４: ■■■■  C４：■■■■ D４：■■■■ C４：■■■■ C４：■■■■ M5：■■■■   

 

 

寮務主事・主事補 

寮務主事：高橋秀雄 寮務主事補： 荒木英彦 

寮務主事補： 関口昌由   

寮務主事補： 板垣貴喜 

 

指導教官 

 １ 群 ２ 群 ３ 群 ４ 群 ５ 群 ６ 群 ７ 群 ８ 群 女 子 

指導教官 清野哲也 山下 哲 坂元周作 関口昌由 大枝真一 上村繁樹 荒木英彦 小田 功 飯田聡子 

 

（出典 学生課寮務係資料） 
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資料７－２－③－４ 
学生寮ポイント制度 

５) ポイント制について 

 １．ポイント制 

 ポイント制は各違反・指導に対して「一回につき何点」とポイントを付け，その合計点で指導内容を決める方法です。 

  24時間学校で生活する寮生を，このポイント制ですべて指導できるわけではありませんので，基本的なことのみを例示しま

す。したがってこのポイント制に明記されていない事柄についての指導は，その都度寮務主事，寮務主事補，寮長，群長等が話

し合い決定することになります。 

  また，寮生は本校の学生でもありますから，ポイント制による指導が困難とされる問題，あるいは学校としての指導のほうが

望ましいと思われる事項については，寮務委員会の議を経て，賞罰審査会議に諮ることになります。 

 なお，ポイント制もしくは賞罰審査会議等で何らかの指導もしくは処分を受けた際にはポイントは０となります。 

 １．１ ポイント制のルール 

   ポイント加算時期は次のとおりでます。 

１） 寮規則違反・指導などが発生したとき。 

２） 無断外泊数，欠課時数，全寮集会欠席回数を集計したとき（年２回）。 

 （学年末については次年度の入寮許可の際に考慮する。） 

 （公欠や病欠で，所定の記入手続きを行った数を除く。） 

 

違反項目とポイントの関係を表１に示します。 

表１．違反項目とポイント 

違反項目              ポイント 

寮周辺不法駐車              0.5 

指導無視                 0.5 

喫煙・煙草所持・飲酒・麻雀        １ 

通生及び部外者無断立入幇助（門限前の立入）0.5  

通生及び部外者宿泊幇助（門限後の立入）  ７ 

通生及び部外者無断立入，宿泊幇助（異性） ７ 

閉寮中の無断入寮             ７ 

欠課時数                 欠課時数の%を１０で除した数 

無断外泊                 回数を８で除した数 

指導後間もない（1年）違反        違反ポイント×２ 

処分無視                 ７ 

酒，煙草の使役（時間に関係なく）     ７ 

上記以外の使役（点呼後）         ４ 

上記以外の使役（点呼前）         ２ 

使役を受けた寮生             0.5 

点呼後の外出               ２ 

全寮集会の無断欠席            一回につき0.5 

〈注〉同時に複数件あった場合は各ポイントを合算します。 

 

１． ２ 総ポイントと指導内容 

 ポイントは入寮時から累積されたポイントを総ポイント数とします。 

指導は，更新された総ポイント数が整数部に達した時に行われます。総ポイント数と指導内容の対応を表２に示します。期間は指

導日から起算して実施されます。 

 

表２．総ポイント数と指導内容 

総ポイント     指導内容    総ポイント   指導内容  

        １      １週間退寮     ５      ６ヶ月退寮 

        ２      ２週間退寮     ６      １年間退寮 

        ３      １ヵ月退寮     ７以上    無期限退寮 

        ４      ２ヵ月退寮      

１．３ 減点規則（救済規則） 

 指導に際して行われる面談で情状酌量の余地があると判断した場合には，表１の点数から減点することができます。減点範囲は，

主事５／10，主事補・寮長・当該群長各１／10以下とします。 

 

１．４ 寮務委員会と寮友会の協調 

 学校の基本方針と寮の健全な運営に反しない限り，表１，表２については寮務委員会と寮友会とがリーダー研修会において協議

し，決定します。 

 

１． ５ 指導の公示 

 指導日より一週間の公示を行う。但し，プライバシーの配慮が必要な場合は適宜配慮する。 

 
（出典 平成18年度寮生便覧19～20頁） 
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資料７－２－③－５ 
寮生保護者懇談会の案内 

 

 
（出典 2005年度学寮保護者懇談会資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 
 学生寮は教育寮として位置づけられ，寮務委員会や寮務係による生活全般の指導・支援が行われ，

勉学の場としても人間形成の場としても有効に機能している。 
 
 
観点７－２－④：就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

 
（観点に係る状況） 

 各学科主任，専攻主任，学級担任が学生課と協力・連携して学生の就職・進学活動を支援している。

準学士課程の保護者懇談会（資料７－１－①－５），専攻科の年8回もの連絡会やガイダンス（資料７

－１－①－７），OBや大学教員による進路支援の講演会（資料７－１－①－４）等，密接に学生と接

触する機会を多く設けている。 

 準学士課程の就職資料は各学科の最寄のコミュニティルームに保管され，学生が気軽に閲覧できる

（資料７－２－④－１）。進学資料は学生課で閲覧できる（資料７－２－④－２）。専攻科の進路資

料はコミュニティルーム Hに保管されている（資料７－２－④－３）。ホームページ，学校要覧や学

生便覧（資料７－２－④－４）に進路実績の情報が記載されている。 

資料７－２－③－６ 
学生寮生活設備 

 

 学寮には，居室の他に次に掲げる各種の共用施設・設備が整備されています。利用する場合は，共用であることを認識し，使

用規則を遵守して大切に利用ください。なお，居室及び各種の施設・設備に工作を加えたり，目的以外に使用してはいけません。 

      (１)雄峰寮（男子寮） 

         ①談話室 

             各群ごとに，寮生が自由に語り合ったり，テレビを見たり，また居室消灯後の勉学にも使用できます。 

       備品として，テレビ・ビデオ・座机が設置されています。また，群で購読する新聞を見ることができます。 

     ②サービスエリア 

       各群ごとに，補食コーナー及び洗濯コーナーとしての｢サービスエリア｣があります。 

      ｢補食コーナー｣には，流し台とガス台(3台)が設置されています。 

      ｢洗濯コーナー｣には，全自動洗濯機(5台)と乾燥機(5台)が設置されています。 

 これらの施設設備は，共同利用ですから，各自ルールやマナーを守って清潔・整頓を励行するとともに，ガス栓

の確認や節水に心がけて使用してください。 
③浴室 

       浴室は食堂棟地階にあり，一度に40人位が入浴できます。 

    ④パソコン室 

一階にインターネットもできるパソコン室があります。 

    ⑤学習室 

二階に学習をする為の学習室があり，24時まで利用できます。 

      

 (２)なのはな寮（女子寮） 

        ①談話室 

       備品として，テレビ・ビデオ・テーブル・ソファーが設置されています。 

空調設備もあり，ソファーに座ってテレビを見たり雑談をしたりできます。 
        なお，点呼や女子寮生会も談話室で行います。 
      ②補食室 

        1から3階に補食室があります。それぞれ流し台とガス台，電子レンジが設置されています。 

     ③洗面所・洗濯機コーナー 

      地階から3階には，それぞれ3～4ｶ所の洗面台と，全自動洗濯機(2台)， 

ガス衣類乾燥機(2台)が設置されています。共同利用するものですから，清潔・整頓に留意してください。 

        ④浴室 

       浴室は地階にあり，一度に5人くらいが入浴できます。 

（出典 平成18年度寮生便覧6～7頁） 
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資料７－２－④－１ 
準学士課程就職資料（写真は機械工学科の例） 

 

 
 

 
資料７－２－④－２ 

準学士課程進学資料（写真は学生課に入ってすぐの資料棚） 
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資料７－２－④－３ 
専攻科就職・進学資料（コミュニティルームHに保管） 
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資料７－２－④－４（１/３） 

就職・進学の情報 
 

8 - 1   本 科 の 就 職 
 本科の卒業生の数は，約 4,800人に達し，それぞれに大企業や特色ある中小の企業などの産業界，あるいは官公庁など，

社会の様々な分野で，目覚しい活躍をしています。 

 本校創立以来，毎年の就職は１００％で，17年度の求人社数は全体で約 2,000社に及んでいます。次表に，過去 5年間

の卒業生の主な就職先を示します。 

機 械 工 学 科 
電 気 工 学 科 

電気電子工学科 電子制御工学科 情報工学科 環境都市工学科 

Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本 Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本 鐘 紡 Ｎ Ｔ Ｔ ド コ モ Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本 

セガ・ロジスティックサービス ＮＴＴファシリティーズ ク ラ リ オ ン Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本 関 東 天 然 瓦 斯 

東 京 電 力 Ｎ Ｔ Ｔ ド コ モ 日 本 放 送 協 会 ＮＴＴファシリティーズ 千 葉 ガ ス 

キ ャ ノ ン サ ン ト リ ー 半導体エネルギー ソニーＥＭＣＳ木更津テック 京 葉 ガ ス 

日揮プロジェクトサービス ニ コ ン 日 産 テ ク ノ データ通信システム 東 京 電 力 

東 京 ガ ス 東 京 電 力 Ｎ Ｔ Ｔ ド コ モ 日 本 Ｉ Ｂ Ｍ 住金橋梁センター 

ニ コ ン キ ャ ノ ン 販 売 Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本 京 葉 ガ ス 関 東 地 方 建 設 局 

黒 田 精 工 京 葉 ガ ス ソ ニ ー 千 葉 ガ ス 東 日 本 旅 客 鉄 道 

東 海 旅 客 鉄 道 東 レ 日 本 計 算 機 販 売 東 京 電 力 西 日 本 旅 客 鉄 道 

丸 善 石 油 化 学 成田エアポートテクノ ニ コ ン 中 部 電 力 ク リ ス タ ル 

サ ン ト リ ー 日 立 製 作 所 三菱ビルテクノサービス 出 光 興 産 東 海 旅 客 鉄 道 

東 邦 化 学 工 業 ソ ニ ー 出 光 興 産 ＣＲＣシステムズ 国 土 地 理 院 

新 日 鐵 化 学 東 芝 東 邦 化 学 工 業 日本コンピュータシステム 首都高速道路公団 

出 光 興 産 日 産 自 動 車 日 産 化 学 松 下 通 信 工 業 帝都高速度交通営団 

新 日 本 製 鐵 古 河 電 気 工 業 キ ャ ノ ン Ｎ Ｔ Ｃ ク ラ リ オ ン 東 京 港 埠 頭 公 社 

Ｊ Ｆ Ｅ ス チ ー ル 財 務 省 印 刷 局 フ ジ テ ッ ク オ リ ン パ ス 営 団 地 下 鉄 

フ ジ テ ッ ク 日 本 放 送 協 会 キ ク チ ニ コ ン 道路建設コンサルタント 

日 野 自 動 車 パ イ オ ニ ア 松 下 通 信 工 業 パ イ オ ニ ア セ ク タ ー 

三 菱 重 工 業 鳥 居 薬 品 村 田 機 械 鐘 紡 太 陽 道 路 

日 産 車 体 日 本 空 港 給 油 双 葉 電 子 工 業 ヤ フ ー 横 河 工 事 

ジャル航空機整備東京 丸 善 石 油 財 務 省 印 刷 局 放送衛星システム 国 土 交 通 省 

パ イ オ ニ ア 関 電 工 日 鉄 エ レ ッ ク ス 日本宇宙開発エンジニアリング ヤ フ ー 

松 下 通 信 工 業 ト ス テ ム Ｔ Ｉ Ｄ 日本電気エンジニアリング 第 一 テ ク ノ 

Ｔ Ｄ Ｋ 松 下 通 信 工 業 東 芝 日 本 放 送 協 会 新 日 本 製 鐵 

コ ス モ 石 油 ソ フ ト バ ン ク 東 日 本 旅 客 鉄 道 富士ソフトＡＢＣ フ ジ テ ッ ク 

東 レ ジャル航空整備東京 日 本 ビ ク タ ー パ イ オ ニ ア 協 和 テ ク ノ ス 

オ リ ン パ ス 日 本 Ｉ Ｂ Ｍ Ｎ Ｓ デ ザ イ ン 日立ディスプレイズ 君 津 住 宅 

花 王 日 立 化 成 工 業 ソニーＥＭＣＳ木更津テック 花 王 巴 商 会 

日航エンジンテクノロジー 日 本 空 港 テ ク ノ 神 鋼 電 機 Ｄ Ｉ Ｄ 京 急 建 設 

セ コ ム 道路通信エンジニア 日 野 自 動 車 日 立 Ｉ Ｎ Ｓ セ コ ム 
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資料７－２－④－４（２/３） 
 

8 - 2   本 科 の 進 学 
 

 本校は，創造性豊かな工業技術者を社会に送り出すことを目的に設立されましたが，近年では，高専を卒業して更に

大学へ進学し勉学を続けたいという学生も多くなりました。そのため大学編入という道が開かれており，150以上の大学

が高専からの編入学を受け入れています。 

 近年高専に専攻科が設けられ，本校にも平成 13年度に設置されました。これにより，さらに進学の道が広がっていま

す。卒業後の約半数が高専専攻科及び大学に進学しています。詳しくは学生課の「掲示板」及び「進学関係資料コーナ

ー」で閲覧してください。 

 高専専攻科入学先 

木 更 津 工 業 高 等 専 門 学 校 鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校 久 留 米 工 業 高 等 専 門 学 校 

豊 田 工 業 高 等 専 門 学 校 松 江 工 業 高 等 専 門 学 校 舞 鶴 工 業 高 等 専 門 学 校 

八 戸 工 業 高 等 専 門 学 校 福 島 工 業 高 等 専 門 学 校 奈 良 工 業 高 等 専 門 学 校 

鶴 岡 工 業 高 等 専 門 学 校   

 大学編入学先 

北 海 道 大 学 金 沢 大 学 佐 賀 大 学 

室 蘭 工 業 大 学 福 井 大 学 長 崎 大 学 

北 見 工 業 大 学 山 梨 大 学 熊 本 大 学 

弘 前 大 学 信 州 大 学 宮 崎 大 学 

岩 手 大 学 岐 阜 大 学 琉 球 大 学 

東 北 大 学 静 岡 大 学 前 橋 工 科 大 学 

秋 田 大 学 豊 橋 技 術 科 学 大 学 東 京 都 立 大 学 

山 形 大 学 三 重 大 学 都 立 科 学 技 術 大 学 

茨 城 大 学 京 都 大 学 愛 知 県 立 大 学 

筑 波 大 学 京 都 工 芸 繊 維 大 学 大 阪 府 立 大 学 

宇 都 宮 大 学 大 阪 大 学 埼 玉 工 業 大 学 

群 馬 大 学 神 戸 大 学 千 葉 工 業 大 学 

埼 玉 大 学 和 歌 山 大 学 大 正 大 学 

千 葉 大 学 鳥 取 大 学 東 京 造 形 大 学 

東 京 大 学 島 根 大 学 東 京 電 機 大 学 

東 京 農 工 大 学 岡 山 大 学 東 京 理 科 大 学 

東 京 工 業 大 学 広 島 大 学 日 本 大 学 

東 京 海 洋 大 学 山 口 大 学 明 治 大 学 

お 茶 の 水 女 子 大 学 徳 島 大 学 神 奈 川 大 学 

電 気 通 信 大 学 愛 媛 大 学 長 岡 造 形 大 学 

横 浜 国 立 大 学 香 川 大 学 京 都 造 形 芸 術 大 学 

新 潟 大 学 九 州 大 学 長 崎 総 合 科 学 大 学 

長 岡 技 術 科 学 大 学 九 州 芸 術 工 科 大 学  

富 山 大 学 九 州 工 業 大 学  
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資料７－２－④－４（３/３） 
8 - 3   専 攻 科 の 就 職 と 進 学 

 

 本校の専攻科は，平成 13年 4月に設置されました。本科 5年間の一貫教育という特徴を活かしながらその上級コース

として，地域・産業界との密接な協力・連携のもとで，より高度な教育・研究指導を行い，研究開発能力や創造能力を

備えた新しい型の実践的専門技術者の育成を目指しています。 

 現在，1期生から 4期生までを合わせて，107名が専攻科を修了しています。次に修了年度ごとに，専攻科生の進路先

（就職先と進学先）一覧を示します。専攻科 4期生の大学院進学率は，26％です。 

修
１期生 

（平成 15年 3月） 
２期生 

（平成 16年 3月） 
３期生 

（平成 17年 3月） 
４期生 

（平成 18年 3月） 
修 １９ ２７ ２６ ３３ 

関 電 工 日 立 化 成 エ ス エ ス 製 薬 日産ディーゼル技術研究所  

新 日 鐡 化 学 大 崎 コ ン ピ ュ ー タ エ ン ジ ニ ア リ ン グ  双 葉 電 子 トヨタテクノサービス  

山 田 電 機 ソ ニ ー Ｅ Ｍ Ｃ Ｓ 自 営 ハ タ シ 

山 崎 建 設 丸 和 建 材 社 西 沢 電 機 計 器 双 葉 電 子 工 業 

ソ ニ ー Ｅ Ｍ Ｃ Ｓ 東 京 都 エ ヌ ア イ デ ィ ・ ア イ エ ス 自 営 

大 藤 シ ス テ ム 日 本 マ ラ ン ツ ジ ェ イ モ ー ド エ ン タ ー プ ラ イ ズ 日立ビジネスソリューション 

シ ー ヴ ィ ホ ー ム ク ラ リ オ ン 首 都 圏 新 都 市 鉄 道 アルファシステムズ 

山 武 都 市 広 域 行 政 第 一 テ ク ノ 山 下 ゴ ム ア ン ド ー ル 

第 一 テ ク ノ 松 尾 設 計 フ ク シ コ ン サ ル タ ン ト 千 葉 市 役 所 

ト ヨ タ 自 動 車 長 野 県 警 カ ン ト ウ 機 材 テ ツ ゲ ン 

日 本 環 境 開 発 関 電 工  千 葉 ガ ス 

自 営 Ｊ Ｒ 東 日 本  日本インシュレーション 

 ク リ タ ス  日 野 自 動 車 

就 

職 

先 

 横 河 工 事  セコム・テクノサービス 他 

小 １２ １４ １０ ２４ 

千 葉 大 学 ( 2名 ) 千 葉 大 学 ( 2名 ) 豊 橋 技 術 科 学 大 学 (2名 ) 千 葉 大 学 大 学 院 

長 岡 技 術 科 学 大 学 山 梨 大 学 千 葉 大 学 ( 2名 ) 北陸先端科学技術大学院大学(３名) 

日 本 大 学 北陸先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学  東 京 農 工 大 学 東京農工大学大学院 

 早 稲 田 大 学 神 戸 大 学 豊橋技術科学大学大学院(３名) 

 長 岡 技 術 科 学 大 学 (2名 ) 山 梨 大 学 ( 2名 ) 筑 波 大 学 大 学 院 

 東 京 工 業 大 学 北陸先端科学技術大学院大学(2名)  

 電 気 通 信 大 学 静 岡 大 学  

 横 浜 国 立 大 学 信 州 大 学  

 東 北 大 学 長 岡 技 術 科 学 大 学  

進 

学 

先 

 都 立 科 学 技 術 大 学 京 都 工 芸 繊 維 大 学  

小 ４ １２ １４ ９ 

留 学 留  学 ・ 他 大 学 進 学 ・ 他  そ

の 専 門 学 校    

小 ３ ３ ２ ０ 

（出典 平成18年度学生便覧165～167頁） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 各学科長・専攻科主任，学級担任が学生課と協力・連携して進路指導を行っている。保護者懇談会，

進路懇談会，進路支援の講演会等も多く行われている。就職・進学のための資料も適切に保管され，

学生が自由に閲覧できるように配慮されている。就職困難な現状にも係らず就職率は100%を維持して

いることから十分に機能しているといえる。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 図書館，ネットワーク情報センター，コミュニティルーム等自主的学習環境が整備され，福利厚生

施設も充実し，障害者用の設備も完備している。 

 資格・検定試験への支援体制，留学支援体制，部活動，外国人留学生や編入生への支援体制等が完

備し，学生相談室，カウンセラーも配備され，セクシャルハラスメント等にも対応可能な体制が整っ

ている。就職・進学の支援体制も万全である。 

 学寮においては，教育寮としての体制が整えられ，学習支援，生活指導等の細部にわたる配慮がな

されている。 

 

（改善を要する点） 

 特になし。 

 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

 準学士課程で新入生合宿研修，JABEEプログラムの説明，就職進学に関するガイダンスやOB懇談会，

専攻科で進路に向けたガイダンス等が行われ，区切りとなる学年ごとに適切なガイダンスが行われて

いる。オフィスアワーの実施により，学生の自主的学習を進める上でのきめ細かな指導が行われてい

る。キャンパスの生活環境や福利厚生施設，図書館やネットワーク情報センターも整備され多くの学

生が利用している。 

授業評価，学生アンケートの実施，「学生の声」箱の設置により，学生の生の声を汲み取れる工夫が

なされている。学寮リーダー研修会や学友会との懇談会等，学生から直接ニーズを把握するシステム

も確立されている。 

資格・検定試験を単位化する制度が整備され，多くの学生が資格を取得する原動力になっている。

更に外国留学についての規程も整備されている。 

 留学生にはチューターを配置し，また国際交流委員会主催の交流会や見学会等を積極的に行い，留

学生が日本の生活に速やかに順応できるよう配慮している。また日本語及び日本事情の２科目を配置

するとともに必要に応じて補習を行い，日本人学生と同様に学習できる環境が整備されている。 

部活動や学友会活動に対しては学校全体で支援している。特にロボコン，プロコンは単位認定制度

に組み込まれ，教員支援体制が確立している。 

学生相談室，カウンセラー，セクシャルハラスメントの相談委員を配置し，学生の精神的なケアに

も対応できるシステムを確立している。経済的な支援についても充実している。 

主要通用口のスロープや講義等のエレベータだけではなく，学寮１階には車椅子生活が可能な居室
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も完備され，障害者でも支障なく日常生活がおくれるよう配慮している。 

学生寮は教育寮として位置づけられ，寮務委員会や寮務係による生活全般の指導・支援が行われて

いる。群制度やポイント制を導入し，勉学の場としても人間形成の場としても有効に機能している。 

各学科主任・専攻科主任，学級担任が学生課教務係と協力・連携して進路指導を行っている。就職

進学資料も学生が自由に閲覧できるように適切に保管されている。卒業時には全員の進路が決定し就

職困難な現状にも係らず就職率は100％を維持している。 

 


